
　10月 13 日（土）快晴に恵まれ、35名の児童と 10名以上の大人の方が参加して、春の田植え

をしたもち米の稲刈りと昔ながらのかけ干し、空いた時間で紙玉鉄砲作りをしました。指導者の

方から、安全な刈り方を教わっての作業は結構大変で、稲穂を踏まないように、手を切らないよ

うにと声が飛んでいました。一時間ほどで刈り終えましたが、作業に飽きて途中で遊ぶ子もいま

した。次は上級生が稲を１束ずつ、わらで結んでいきます。しっかりと結ぶには、力とコツがあ

ります。緩く結んだ稲わらは抜け落ちて何回もやり直していました。それでも最後には上手に結

べるようになりました。男の子が、竹の足を運んで、切り取った稲を青竹にかけていきます。み

んなで稲わらを寄せて 3本の長い竹に干し終えてやっと終了です。活動の記念写真のあと、お待

ちかねの紙玉鉄砲作りを教えてもらいました。材料のしの竹を切ってもらい、各自でそれに合う

心棒をナイフで作りました。できあがった子どもたちから濡らした新聞紙を丸めてつめて、飛ば

します。玉を上手に詰めると大きな音でパーンと鳴りますが、児童から「鳴らん、鳴らん」と声

が上がるほど玉詰めが緩いとポンと小さな音しか出ません。玉詰めの仕方を教えて上手くいったら「できた、

できた」と大はしゃぎでした。社会教育委員と保護者のみなさま、お手伝いご指導いただきありがとうござ

いました。昔ながらのかけ干しと竹のおもちゃ作り体験で伝承の必要性も感じた 1日でした。

　10月 16日（火）いずみ館において、味噌作りをしました。味噌醤油醸造元のカネダイさんに指導に来て

いただきました。全部を豆から煮るのは時間がかかるので、一桶分だけ圧力鍋で豆を煮、つぶして、麹を混ぜ、

仕込みをしました。熟成したらその味噌を使って、料理をする予定です。その他、麹のタレを使ったレシピ

や調理方法などを学習し、充実した楽しい時間を過ごしました。数ヶ月後が楽しみです。
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　10月 21日（日）宝珠山グラウンドにおいて、村が合併して初めての全地区参加の「第 1回ふ

れあい運動会」が、西福井地区の熊谷朋太さんの力強い選手宣誓で始りました。当日は気持ちよ

い秋晴れのなか盛大に開催され、園児からお年寄りまで、延べ 1,000 人以上の参加があり、和気

あいあいとした楽しい運動会となりました。地区対抗競技の結果は下記のとおりです。入賞地区

のみなさんおめでとうございます。

ニュースポーツ教室 村民センター 屋内グラウンドゴルフ

健康体操『ヨガ教室』 いずみ館多目的ホール
会員…500 円／非会員・団体会員…1,000 円

　※マットはこちらで準備します。

　10 月 24 日（水）三潴郡の大木町循環センター “ くるるん ” に視察研修に行きました。

ここは住民が分別した生ゴミやし尿などからメタンガスと有機液肥を作る全国初の処理施

設です。“ もったいない宣言 ” のもと、町民のみなさんで「循環のまちづくり」に取り組

んでいました。紙おむつのリサイクルやバイオマスの利活用など様々な取り組みがされて

おり、家庭ゴミの減量、処理費用の削減が実現していました。何よりも町民自らが進んで

より良い地域のために働いていることに感心しました。私たちも地域のために何ができる

のか考え直すよいきっかけとなりました。午後は、藍染絣と久留米絣の工房を訪ねました。

いずれもひとつの製品ができあがるまでには、大変な手間暇がかかるものだと思いました。

だんだんと工房の件数も減ってきていることを聞き、残念に思います。是非このような日

本の伝統文化がとぎれることなくこれからも継承されていくことを願いたいと思います。
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